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「平成27年度法人会費のゆくえ（1万
円に対して）」が役員勉強会（9/4）で
報告されました。

A.

霞城
公園

山
形
駅

東
北
中
央
道

YTS第二中
山形中央
I.C.

第十小

至上山
方面

至酒田
方面

山形徳洲会
病院

山形県
合同事務局

あなたの力で活性化を！
FACEBOOKに 登 録 さ れ て い る 方 は、 是 非
山形県倫理法人会グループにもご登録しま
せんか？各単会や委員会からの旬な情報が
確認できます。まだまだ情報は少ないので、
FACEBOOK特派員として単会の活動をどんど
ん載せてくださる方を、お待ちしております！

山形県倫理法人会
広報委員長 五十嵐久仁子

この９月より県広報委員長のお役を頂
きました。昨年度の、菅野前委員長の

「お手伝い」という気楽な立場から一
変し、大海原にポツンと放り出された
不安な気持ちで委員会が始まりました
が、菊地広報副委員長の軽妙なダジャ
レや、米沢から必ず出席下さる青野広
報委員長などに支えられ、こぢんまり
ながらも意見の飛び交う良い委員会運
営ができそうです。次号よりもっと各
単会の活動を紹介できるコーナーを設
け、少しでも多くの会員の皆様を巻き
込めるような広報誌を目指します。ご
意見ご要望もお待ちしておりますの
で、どうぞよろしくお願いいたします！

山形県倫理法人会グループ編集
後記

■平成27年度法人会員 会費のゆくえ
　（10,000 円に対して）

皆様の会費は
このように使われます

仕入控除対象外の消費税
170円（1.7％）

その他の公益事業
2,250円

（22.5％）

運営・
学習支援
1,110円

（11.1％）

「職場の教養」
1,120円

（11.2％） 講師派遣
800円（8.0％）

活動助成金
4,550円

（45.5％）

全国倫理法人会活動
計 7,580円（75.8％）

倫理ビギナーの

素朴な疑問にお応えします。

倫理法人会に入会したけれど、
あまり活動に参加できず、
倫理実践のハードルが
高くなってしまった
会員の方に向けて、
いまさら聞けない素朴な
疑問に優しくお応えします♪

毎月1万円の会費は
どのように使われて
いるのですか？

Q.

Information広報委員会から　お知らせ

長
井
市
倫
理
法
人
会

「
小
国
お
も
し
ろ
経
営
塾
」

オ
モ
シ
ロ
イ
く
ら
い

企
業
経
営
の
コ
ツ
が
つ
か
め
る

12
月
11
日（
木
）午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30
分

第
4
回
開
催
決
定
！

■
講
話
者
：
株
式
会
社
ゲ
ン
キ
の
平
和
堂 

取
締
役
B
O
S
S
　

（
一
社
）
倫
理
研
究
所
法
人
局 

法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

参
事

千
葉
県
倫
理
法
人
会 

元
会
長
　
藤
本 
定
明 
氏

■
お
問
い
合
わ
せ
先
：

山
形
県
倫
理
法
人
会 

幹
事
長　

原 

行
雄

携
帯
T
E
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0
9
0
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7
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2
0
─

3
9
9
0

倫
理
研
究
所
の
活
動
指
針
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
拡
大
か
ら
拡
充
」
で
す
。
普
及
で

の
拡
充
と
は
、倫
理
指
導
で
新
た
な「
気

づ
き
と
実
践
」
で
得
た
実
践
体
験
を
、

一
人
で
も
多
く
の
未
会
員
の
方
々
に
お

伝
え
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
「
お
も
し
ろ

経
営
塾
」の
開
催
主
旨
で
も
あ
り
ま
す
。

山
形
県
は
今
期
1
7
5
0
社
を
目
標

に
、
又
1
0
0
社
資
格
割
れ
単
会
が
6

単
会
あ
り
、
県
内
各
地
に
純
粋
倫
理
を

普
及
す
る
た
め
、
人
口
一
万
人
程
度
の

郡
部
の
町
村
に
も
準
拠
点
を
設
け
て
、

10
社
～
15
社
程
度
の
会
員
を
お
誘
い
し

て
倫
理
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
長
井
市
倫
理
法
人
会
管
内
の
小
国

町
で
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午
後
6
時
30

分
～
7
時
30
分
ま
で
開
催
。
今
後
は
各

地
に「
お
も
し
ろ
経
営
塾
」
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

会費
無料

企
業経営

の

企
業発展

の
企
業成長

の

企
業繁栄

の

山形県倫理法人会
広報もがみがわ
平成 26 年11月28 日

www.yamagata-rinri.net

平成27年度 会長挨拶　五十嵐 慶三

新年度に向けて p.2-3

平成27年度　役員辞令交付式、倫理法人会の
　　　 平成27年度がスタートしました。p.4-5

倫理経営企業訪問・えがおのげんば　

有限会社 いしだ自動車 p.12-15

●平成 27年度 副会長挨拶 p.2-3
● 平成27年度 県役員紹介 p.6	
● 単会四役のご紹介 p.7-11	
● 小国おもしろ経営塾 p.16	
● 会費のゆくえ
　（平成27年度版）p.16	
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。
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今
年
度
県
副
会
長
、庄
内
ブ
ロ
ッ

ク
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
前

二
年
間
は
、
県
研
修
委
員
長
を
や

ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま

で
富
士
研
修
所
、
経
営
者
研
修
に

六
度
行
く
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン「
や

る
ぞ
、目
標
必
達
、一
七
五
〇
社
！
」

で
す
。
倫
理
法
人
会
は
、
実
行
に

よ
っ
て
直
ち
に
正
し
さ
が
証
明
で

き
る
純
粋
倫
理
を
基
底
に
… 

地

域
社
会
の
発
展
と
美
し
い
世
界
づ

く
り
に
貢
献
す
る
事
を
目
的
と
し

た
団
体
で
あ
る
。
実
践
と
は
実
験

で
あ
る
。と
教
わ
り
ま
し
た
。や
っ

て
み
て
初
め
て
判
る
。
実
験
、
実

践
し
て
自
分
の
身
に
な
る
。
新
し

い
自
分
を
発
見
す
る
。
自
分
が
倫

理
を
学
び
、
実
践
、
実
験
し
た
事

を
人
に
伝
え
る
。
善
い
こ
と
は
人

に
す
す
め
よ
う
。
こ
れ
が
普
及
の

醍
醐
味
で
す
。
頼
ま
れ
事
は
試
さ

れ
事
。
自
分
の
決
心
の
試
さ
れ
事

で
す
。
や
る
も
、
や
ら
ぬ
も
自
分

次
第
。
と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。

エ
イ
と
一
声
か
け
、や
っ
て
み
よ
う

結
果
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
。

　
そ
し
て
庄
内
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
単

会
の
目
標
数
が
叶
う
よ
う
に
役
員

と
の
関
係
を
密
に
し
真
剣
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
県
の
会
員

大
会
を
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
行
う
事
に

な
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
会
員
の

方
々
に
も
会
員
大
会
が
身
近
な
物

に
な
っ
て
行
き
ま
す
。
庄
内
ブ

ロ
ッ
ク
に
適
し
た
会
員
大
会
の
あ

り
方
は
ど
の
よ
う
な
物
か
、
今
後

の
取
り
組
み
が
楽
し
み
で
す
。

　
設
立
二
〇
年
記
念
誌
か
ら
頂
い

た
言
葉
で
す
。「
倫
理
法
人
会
に

入
っ
て
勉
強
し
た
ら
、
地
元
に
は

こ
ん
な
良
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る

ん
だ
な
、
そ
し
て
人
間
て
良
い
ん

だ
な
と
初
め
て
気
が
つ
い
た
と
い

う
言
う
会
に
し
た
な
と
。」こ
う
い

う
環
境
に
い
る
事
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

為
せ
ば
成
っ
こ
で
！

置
賜
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

相
田 

晃
輔

　

今
年
度
山
形
県
副
会
長
、
及
び

置
賜
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
拝
命
致
し
ま

し
た
、
米
沢
市
倫
理
法
人
会
の
相

田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
米
沢
市
単
会

設
立
と
共
に
入
会
し
て
早
15
年
目

と
は
言
え
、
能
力
不
足
も
甚
だ
し

い
私
で
あ
り
ま
す
が
、
上
杉
鷹
山

公
の
お
膝
元
で
す
の
で
、
表
題
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
、
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
今
年
度
は
、
既
に
2
ヶ

月
以
上
を
経
過
。
正
直
、
中
々
思

う
に
任
せ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

当
ブ
ロ
ッ
ク
は
4
単
会
の
内
、

資
格
割
れ（
1
0
0
社
未
満
）が
3

単
会
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単
会
目
標

も
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か
目
標

達
成
を
越
え
て
全
単
会
資
格
復
帰

を
！
、
も
し
く
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
内

会
員
社
数
4
2
0
社
を
達
成
し
た

い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
退
会
防
止
、
普
及
拡
大
、

M
S
活
性
化
、
そ
の
他
県
の
行
事

等
々
と
活
動
項
目
は
多
々
あ
り
ま

す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
は
、
拡

充
の
た
め
の
具
体
策
が
特
に
無
い

ま
ま
に
新
年
度
に
突
入
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

一
方
、
各
単
会
で
は
会
長
を
中

心
に
色
々
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
し
、
改
め
て
新
し

い
取
り
組
み
が
増
え
て
も
如
何
な

も
の
か
と
思
う
の
で
、
其
々
の
活

動
そ
の
も
の
を
よ
り
後
押
し
し
、

推
進
し
て
い
く
の
が
県
、
あ
る
い

は
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て
の
役
目
な

の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

各
単
会
会
長
は
じ
め
、
役
員
の

皆
様
の
お
力
を
結
集
し
て
い
た
だ

き
、
こ
の
1
年
間
充
実
し
た
活

動
が
で
き
て
良
か
っ
た
！
、
会

員
各
社
も
入
会
し
て
い
て
良
か
っ

た
！
、
家
庭
も
会
社
も
良
く
な
っ

て
き
た
！
、
と
其
々
が
思
え
る
年

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
一
般
社
団
法
人
」
の
認
可

を
得
て
2
年
目
を
迎
え
、
純
粋
倫
理
の
普

遍
的
な
価
値
を
よ
り
一
層
拡
げ
る
べ
く
、

い
よ
い
よ「
拡
充
」
3
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
、前
年
度
は
正
、
準
含

め
、
19
箇
所
単
位
法
人
会
が
増
え
、
統
廃

合
を
含
め
、B
、C
ク
ラ
ス
の
単
位
法
人

会
が
減
少
し
て
A
ク
ラ
ス
が
増
え
た
よ

う
で
す
。
運
営
の
強
化
を
図
り
、
役
員

さ
ん
を
中
心
に
、
会
員
相
互
の
意
志
の
疎

通
と
情
報
の
共
有
化
、
活
動
を
活
発
化

さ
せ
、
県
内
に
幅
広
く「
純
粋
倫
理
の
学

び
」
の
裾
野
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。「
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

へ
の
参
加
者
が
社
数
と
比
例
し
て
、
増
え

て
い
る
か
ど
う
か
？
新
し
い
会
員
さ
ん

向
け
の「
新
入
会
員
セ
ミ
ナ
ー
」
の
活
用

は
ど
う
か
？
「
活
力
朝
礼
研
修
会
」、「
富

士
研
〜
経
営
者
倫
理
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
の

参
加
状
況
は
ど
う
か
？
入
会
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
ず
は
単
位
法
人
会
、
所
属
会
員
さ

ん
に
対
し
て「
サ
ー
ビ
ス
低
下
」
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
、
今
一
度
検
証
し
て
み

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
会
員
さ

ん
も
増
や
し
て
い
く
の
も
大
切
で
す
が
、

「
内
外
拡
充
」「
上
下
一
心
」、
ま
ず
は
既

存
会
員
さ
ん
向
け
の「
会
員
資
質
向
上
」

を
推
進
し
、
愚
直
に
コ
ツ
コ
ツ
と
、
地
固

め
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
は
、
会
員
大
会
を
県
内
4
箇
所

で
開
催
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
や
特
徴
を

活
か
し
な
が
ら
、
会
員
同
士
、
相
互
信

頼
の
輪
を
拡
げ
て
ま
い
り
ま
す
。「
倫
理

法
人
会
」
の
知
名
度
が
ド
ン
ド
ン
上
が
っ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
必
ず
一
度
は
、

全
員
が
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

経
験
が
あ
り
、「
純
粋
倫
理
」
に
関
心
を

寄
せ
る
の
が
理
想
、
そ
の
よ
う
な
願
い

を
込
め
て
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
さ
ん

が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
よ
う
と
、

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
富
士

研
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
参
加
さ
れ
た
会
員
さ
ん

が
、「
倫
理
体
験
」
を
通
し
て
自
ら
実
証

す
る
気
持
ち
を
彷
彿
さ
せ
、
一
生
付
き

合
え
る
倫
友
の
輪
が
、
ド
ン
ド
ン
拡
が
っ

て
い
く
様
子
を
拝
見
し
、
今
年
度
は
、

セ
ミ
ナ
ー
費
用
へ
の
助
成
金
を
大
幅
増

額
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

宮
城
県
倫
理
経
営
塾
へ
の
参
加
に
つ
い

て
も
同
様
、
補
填
費
用
を
増
額
さ
せ
て

頂
き
、
拡
充
に
向
け
た
支
援
活
動
に
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
空
白
地
帯
に
向
け
た
活

動
に
つ
い
て
は
、
年
度
初
め
に
、
長
井
市

倫
理
法
人
会
の
ご
協
力
を
頂
き
、
原
幹

事
長
が
精
力
的
に
小
国
町
内
の
有
力
企

業
を
訪
問
、
未
会
員
さ
ん
向
け
に
、
山
形

県
倫
理
法
人
会
と
し
て
、
初
め
て「
お
も

し
ろ
経
営
塾
」を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
9
、10
月
と
連
続
開
催
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
未
会
員
さ
ん
へ
熱
意
が
伝
わ

り
、
さ
っ
そ
く
ご
入
会
を
頂
き
、
成
果

が
上
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は「
や
る
ぞ
、
目
標
必
達
、

1
7
5
0
社
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

ま
し
た
。
昨
年
同
様
、「
自
単
会
1
社
、

他
単
会
1
社
」
を
旗
印
に
、
県
役
員
の
皆

様
が
、
所
属
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
拡
大
委

員
の
方
々
と
共
に
行
動
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
目
標
の
成
果
が
上
が
る
ま
で
、

是
非
、
訪
問
等
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

エ
イ
と
一
声
か
け
、や
っ
て
み
よ
う

結
果
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

安
藤 

政
則

Message
新年度が始まりました

平成27年度 会長・副会長挨拶

「
新
年
度
に
向
け
て
」

山
形
県
倫
理
法
人
会　

会
長　

五
十
嵐 

慶
三 
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10
月
28
日
：
響
ホ
ー
ル

庄
内
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
庄
内
中
央
大
滝

専
任
幹
事
の
進
行
で
会
が
執
り
行
わ
れ
、

五
十
嵐
県
会
長
、
安
藤
県
副
会
長
に
よ
る

挨
拶
の
後
、
M
S
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
表
彰
に

て
3
名
の
方
が
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
酒
田
、
鶴
岡
、
庄
内
中
央
の
各

単
会
会
長
よ
り
理
念
と
方
針
の
発
表
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
普
及
拡
大
目
標
に
向
け

て
改
め
て
実
践
の
決
意
を
確
認
す
る
場
と

な
り
ま
し
た
。
会
員
大
会
の
後
は
、
待
ち

に
待
っ
た「
庄
内
り
ん
り
寄
席
」。
昨
年
度

初
め
て
開
催
し
好
評
を
頂
い
た
企
画
の
第

二
回
目
も
、
立
川
し
ら
く
師
匠
を
お
招
き

し
満
員
御
礼
の
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

庄
内
最
上
ブ
ロ
ッ
ク

酒
田
市
・
鶴
岡
市
・
庄
内
中
央

表
明
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度
の
目
標
達
成
に
む

け
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

役
員
勉
強
会
で
は
役
員
必
携
を
元
に
、
津
隈

亮
二
北
海
道
東
北
方
面
長
よ
り
講
義
を
頂
き
、

改
め
て
役
職
者
の
立
場
と
職
務
に
つ
い
て
学
ぶ

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
倫
理
法
人
会
憲
章
の
理
念
と
活
動
指

針
に
則
っ
た
経
営
を
行
う
模
範
企
業
と
し
て
小

松
建
設（
株
）
小
松
幸
弘
社
長（
現
山
形
市
倫
理

法
人
会
会
長
）
が
倫
理
1
7
0
0
0
認
定
証
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
9
月
4
日
、ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ア
ネ
ッ
ク

ス
に
て
辞
令
交
付
式
、
役
員
勉
強
会
が
執
り
行

わ
れ
、
平
成
27
年
度
の
役
員
を
引
き
受
け
ら
れ

た
皆
さ
ま
に
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
田
形

健
一
参
与
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
慶
三
会
長
の
ご
挨
拶
は「
山
形
県
の

倫
理
法
人
会
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
目
標
に
向

か
っ
て
己
を
信
じ
、
超
プ
ラ
ス
思
考
で
ど
ん
ど

ん
前
に
進
み
、
元
気
な
仲
間
が
増
え
る
事
を
目

標
に
精
一
杯
進
ん
で
参
り
ま
す
」
と
い
う
決
意

辞
令
交
付
式

10
月
31
日
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形

山
形
市
倫
理
法
人
会
専
任
幹
事
佐
藤
敬
一

氏
の
司
会
の
も
と
、
開
会
の
挨
拶
、
国
歌

斉
唱
、
夢
か
ぎ
り
な
く
斉
唱
、
会
長
挨
拶
、

そ
し
て
昨
年
度
の
普
及
拡
大
達
成
表
彰
と

M
S
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
表
彰
と
続
き
ま
し

た
。
M
S
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
表
彰
で
は
、
山

形
市
倫
理
法
人
会
幹
事
の
三
宅
正
典
氏
が

2
1
2
回
と
い
う
天
文
学
的
な
数
字
を
た

た
き
だ
し
見
事
新
記
録
で
の
最
優
秀
賞
と

な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
第
は
進
み
、
各
報
告
と
各
単
会
会
長
理

念
と
方
針
発
表
、
村
山
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
方

針
、
そ
し
て
閉
会
の
挨
拶
と
無
事
大
会
は

終
了
し
ま
し
た
。
引
続
き
懇
親
会
も
行
わ

れ
会
員
同
士
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。
参
加

者
数
は
80
名
で
し
た
。

10
月
21
日
：
ホ
テ
ル
王
将

会
員
大
会
で
は
、
単
会
会
長
に
よ
る
理
念
と

方
針
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇

親
会
で
は
、
各
単
会
の
役
員
朝
礼
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
、
東
京
都
小
金
井
市
倫
理
法
人

会
平
野
尚
会
長
よ
り
ご
評
価
い
た
だ
き
ま
し

た
。
天
童
市
阿
久
津
専
任
幹
事
が
富
士
研
で

ご
縁
を
頂
い
た
と
い
う
小
金
井
市
か
ら
役
員

5
名
が
参
加
さ
れ
、
山
形
の
芋
煮
と
日
本
酒

に
舌
鼓
。
山
形
は
と
て
も
明
る
く
て
楽
し
い
！

と
皆
さ
ん
終
始
笑
顔
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
19
日
：
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ 

米
沢
市
倫
理
法
人
会
が
主
幹
と
な
り
、
置

賜
ブ
ロ
ッ
ク
の
第
10
回
会
員
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
普
及
拡
大
表
彰
、
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
表
彰
に

続
き
各
種
報
告
、
方
針
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
豪

華
な
料
理
と
歌
や
踊
り
の
楽
し
い
余
興
で

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
大
変
満
足
し
て
い
た

だ
き
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

 
山
形
県
倫
理
法
人
会 

活
動
方
針

■
活
動
目
的

我
々
、「
山
形
県
倫
理
法
人
会
」
会
員
は
、各
単
位

法
人
会
の「
活
性
充
実
」を
最
優
先
課
題
と
し
て
捉

え
、「
堅
実
な
普
及
」に
よ
る「
確
実
な
成
果
」を
方

針
と
し
、
各
単
位
法
人
会
が「
理
念
」と「
方
針
」を

掲
げ
、「
明
朗
」「
愛
和
」「
喜
働
」の
仲
間
を
増
や
し
、

組
織
の
拡
充
と
、地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
活
動
テ
ー
マ

「
拡
充
」を
具
現
化
す
る

■
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
や
る
ぞ
、目
標
必
達
、1
7
5
0
社
！
」

村
山
A
ブ
ロ
ッ
ク

山
形
市
・
山
形
市
蔵
王
・
山
形
市
中
央

村
山
B
ブ
ロ
ッ
ク

天
童
市
・
寒
河
江
市
・
新
庄
最
上
・
北
村
山

置
賜
ブ
ロ
ッ
ク

米
沢
市
・
上
山
市
・
長
井
市
・
南
陽
市

単会名 氏名 冊数

山形市 三宅正典 8 最優秀賞

山形市 小松幸弘 4 優秀賞

山形市蔵王 大友勇喜 3 優秀賞

山形市蔵王 中村勝義 2 優秀賞

山形市蔵王 五十嵐勇次 2 優秀賞

山形市蔵王 土屋和浩 2 優秀賞

山形市中央 今田早百合 2 優秀賞

山形市蔵王 池田修一 1 特別賞

山形市中央 布施富將 1 特別賞

北村山 高橋進一 3 優秀賞

北村山 佐藤伸二 2 優秀賞

天童市 今田由美子 1 特別賞

新庄最上 鈴木富士雄 1 特別賞

南陽市 和田廣 3 優秀賞

長井市 原行雄 2 優秀賞

上山市 谷江正照 1 特別賞

酒田市 菅原利明 4 優秀賞

酒田市 佐藤英夫 1 特別賞

鶴岡市 田中正之 1 特別賞

第10回会員大会 各ブロック4箇所で第10回会員大会を開催しました。それぞれに趣向を
凝らした式次第で、会員同士の連帯感を深め、他単会との親睦の場となりました。平成26年度

モーニングセミナー
スタンプラリー
受賞者が、
表彰されました

倫理法人会の平成27年度が スタートしました！

最優秀賞
三宅正典 氏
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平
成
27
年
度 

山
形
県
倫
理
法
人
会

県
役
員
紹
介

副会長 鈴木 重幸
［
副
委
員
長
］

鈴
木 

貞
子

（
有
）カ
ワ
ダ
薬
局 

八
百
坊
温
泉

［
副
会
長
］

相
田 

晃
輔

相
田
建
設（
株
）

［
副
会
長
］

安
藤 

正
則

（
株
）安
藤
組

会長 小松 幸弘

事務長 佐藤 啓

副会長 岩見 信弘

専任幹事 佐藤 敬一副会長 荒井 照雄

［
会
長
］

五
十
嵐 

慶
三

（
株
）竹
原
屋
本
店

［
名
誉
会
長
］

本
間 

利
雄

本
間
利
雄
設
計
事
務
所

［
副
幹
事
長
］

高
橋 

進
一

（
株
）さ
く
ら
野

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

［
副
幹
事
長
］

土
屋 
和
浩

大
場
印
刷（
株
）

［
副
事
務
長
］

島
貫 

利
春

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
・
島
貫

［
監
査
］

菅
原 

勝
安

（
株
）グ
ロ
ー
バ
ル

マ
シ
ー
ン

［
監
査
］

小
島 

勤

（
株
）小
島
洋
酒
店

［
相
談
役
］

三
浦 

孝
太
郎

（
株
）三
浦
板
金
製
作
所

［
相
談
役
］

熊
谷 

眞
一

（
株
）シ
ベ
ー
ル

［
相
談
役
］

近 

清
剛

（
株
）三
奥
屋

［
相
談
役
］

中
村 

恒
一

（
株
）マ
ル
ナ
カ
中
村
商
店

［
相
談
役
］

鈴
木 

隆
一

（
株
）で
ん
六

［
幹
事
長
］

原 

行
雄

（
有
）は
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

［
事
務
長
］

伊
藤 

明
彦

伊
藤
公
認
会
計
士
事
務
所

［
委
員
長
］

佐
藤 

靖
之

（
株
）た
く
み

［
副
委
員
長
］

柴
田 

津
與
志

柴
田
原
料（
株
）

［
委
員
長
］

前
盛 

直
人

（
株
）エ
ム
・
エ
ス
・
ア
イ

［
副
委
員
長
］

加
藤 

眞
佐
夫

（
株
）加
藤
紙
器

［
委
員
長
］

池
田 

知
之

（
有
）サ
ン
ジ
ン

［
副
委
員
長
］

佐
藤 

正
廣

（
有
）佐
藤
正
栄
堂

［
委
員
長
］

小
野 

仁

（
有
）オ
ニ
ー
ル

［
委
員
長
］

五
十
嵐 

久
仁
子

（
株
）フ
ロ
ッ
ト

［
副
委
員
長
］

菊
地 

忠
広

（
株
）山
菊

［
委
員
長
］

水
沢 

正
志

（
株
）ア
イ
・
タ
ッ
ク
ル

［
副
委
員
長
］

小
林 

秀
樹

（
株
）環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

［
委
員
長
］

那
須 

喜
美
子

日
本
生
命
山
形
支
社
上
山
営
業
部

［
副
委
員
長
］

武
田 

由
香
理

（
株
）ナ
コ
ン

普
及
拡
大
委
員
会

各
単
会
の
普
及
拡
大
へ
の
取
組
み
の

お
世
話
役
に
徹
し
ま
す
。
倫
理
経
営

講
演
会
を
柱
に
し
た
、普
及
拡
大
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
創
造
し
ま
す
。

朝
礼
委
員
会

活
力
朝
礼
の
推
奨
を
通
じ
て
、会
員

企
業
の
発
展
の
源
と
な
る「
活
力
」

を
育
ん
で
行
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
各
単
会
の
朝
礼
委
員
一
人
ひ
と

り
が
活
力
朝
礼
の
意
義
や
基
本
動

作
を
し
っ
か
り
と
習
得
し
実
践
で

き
る
レ
ベ
ル
を
目
指
し
、
活
力
朝
礼

の
普
及
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

青
年
委
員
会

若
手
経
営
者
・
後
継
者
・
社

員
向
け
講
演
会
の
実
施
。山

形
独
自
の
学
び
の
場
の
提

供
と
し
て
、山
伏
修
行
体
験

の
実
施
。「
生
涯
の
友
」
と

な
る
倫
友
づ
く
り
。

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

委
員
会

「
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
マ
ニ
ュ
ア

ル
研
修
会
」を
開
催
し
、
基
本
通
り

の
運
営
が
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

確
認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
継
続
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
見
学
会
等

を
行
い
他
単
会
と
の
交
流
も
深
め

ま
す
。

広
報
委
員
会

「
地
域・
行
政
に
対
し
て
、
倫
理
法
人
会

の
活
動
を
的
確
に
伝
え
広
く
P
R
す
る
」

「
会
員
に
対
し
て
、活
動
状
況
・
予
定
・
会

員
の
声
を
反
映
し
た
広
報
誌
で
連
携
意

識
を
醸
成
す
る
」
な
ど
、
誰
に
対
し
て

何
を
感
じ
て
も
ら
う
為
の
広
報
な
の
か
、

目
的
を
明
確
に
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

研
修
委
員
会

「
純
粋
倫
理
」の
体
得
、
会
員
の
意

識
向
上
の
た
め
の
「
学
習
会
」「
研

修
会
」な
ど
を
企
画
し
、有
為
な
人

材
を
育
て
る
た
め
、活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

女
性
委
員
会

女
性
経
営
者
並
び
に
経
営
者
夫
人
等
を

対
象
と
し
た
交
流
の
出
来
る
行
事（
セ

ミ
ナ
ー
等
）を
よ
り
多
く
計
画
し
、た
の

し
み
な
が
ら
学
び
を
高
め
親
睦
の「
和
」

を
広
げ
女
性
層
の
開
拓
に
努
め
ま
す
。

山形市
倫理法人会

正
し
く
倫
理
を
学
ぶ

豊
か
な
家
庭
を
つ
く
る

企
業
を
発
展
さ
せ
る

■
明
る
く
、
元
気
に
笑
顔
で
行
動

■
参
加
し
て
楽
し
い
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
つ
く
る

■
拡
充
は
他
と
争
う
の
で
な
く
、
自
分
達
な
り
に
楽
し
く
品
格
を
も
っ
て

山形市蔵王
倫理法人会

い
き
い
き
参
加
、
い
き
い
き
行
動
、

参
加
し
て
み
て
わ
か
る
倫
理
の
良
さ

■
山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会
は「
日
本
創
生
」
を
目
指
そ
う

■
会
員
企
業
の
倫
理
経
営
を
応
援
し
よ
う

■
日
本
一
質
の
高
い
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
現
し
よ
う

■
喜
働
を
実
践
し
、
人
を
励
ま
そ
う

■
家
族
に
感
謝
し
よ
う
　

■
朝
礼
を
充
実
さ
せ
よ
う

■
企
業
経
営
と
蔵
王
経
営
を
一
対
の
反
射
鏡
と
し
よ
う

会長 中村 勝義

事務長 金田 雄介

副会長 菅野 美奈子 専任幹事 中村 祥之 

毎週火曜日 6:30 〜
会場：ホテルメトロポリタン山形

お問い合わせ：TEL.023-647-5582

毎週土曜日 6:30 〜
会場：山形グランドホテル

お問い合わせ：TEL.023-647-5582

MSMS

 村山Aブロック 村山Aブロック

新庄最上倫理法人会

北村山倫理法人会

天童市倫理法人会寒河江市倫理法人会

上山市倫理法人会

酒田市倫理法人会

庄内中央倫理法人会

鶴岡市倫理法人会

長井市倫理法人会

米沢市倫理法人会

山形市倫理法人会

山形市蔵王倫理法人会
山形市中央倫理法人会

庄内最上
ブロック

村山A
ブロック

置賜
ブロック

南陽市倫理法人会

 

平
成
27
年
度 

山
形
県
倫
理
法
人
会    

単
会
四
役
の
ご
紹
介

私
達
が
各
単
会
の

お
世
話
役
に
徹
し
ま
す

毎
週
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
、会
員
の
皆
様
が

集
ま
り
た
く
な
る
会
を
企
画
・
運
営
し
ま
す
。

今
年
度
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

村山B
ブロック

モーニングセミナー会場は、12 月現在のものです。変更になる場合がありますので、ホームページ・事務局へご確認ください。
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専任幹事 小松 健一

寒河江市
倫理法人会

山形市中央
倫理法人会

北村山
倫理法人会

新庄最上
倫理法人会

酒田市
倫理法人会

会長 海野 晋

事務長 菅田 吉廣

夢
集
い  

人
・
企
業  

光
輝
く  

倫
理
法
人
会

■
見
る
、
聴
く
、
実
践
す
る
こ
と
で
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

■
朝
礼
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
企
業
力
を
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

■
朗
ら
か
に
、
喜
ん
で
、
す
す
ん
で
働
く
人
間
づ
く
り
を
し
ま
す
。

■
感
謝
の
気
持
ち
で
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
に
あ
た
り
ま
す
。

■
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
、
倫
理
経
営
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
ま
す
。

山
形
市
中
央
倫
理
法
人
会
会
員
社
の
企
業
繁
栄
を
目
指
す
／
山
形

市
中
央
倫
理
法
人
会
の
倫
友
を
増
や
す
べ
く
堅
実
な
普
及
を
行
う

／
純
粋
倫
理
の
学
び
を
よ
り
多
く
の
会
員
社
に
体
験
し
て
い
た
だ
く

■
よ
り
多
く
の
会
員
社
に
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
へ
出
席
し
て
い
た
だ
き
倫
理
経
営
を
通
じ

た
気
付
き
に
よ
る
自
己
変
革
を
し
て
い
た
だ
く 

■
会
員
社
に「
職
場
の
教
養
」
を
活
用
し
た

活
力
朝
礼
を
推
進
す
る 

■
役
員
は
じ
め
会
員
社
か
ら
の
紹
介
を
基
に
堅
実
な
普
及
を
行
う 

■
会
員
社
に
有
意
義
な
倫
理
法
人
会
と
な
る
よ
う
楽
し
い
行
事
を
企
画
・
実
行
す
る 

■
純

粋
倫
理
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
べ
く
「
倫
理
指
導
」の
活
用
を
推
進
す
る

北
村
山
倫
理
法
人
会
は
、倫
理
経
営
を
学
び
経
営
者
の
自
己
革
新

に
よ
る
企
業
の
繁
栄
と
、地
域
発
展
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
団

体
を
目
指
し
て
、共
に
学
び
実
践
す
る

■
明
る
さ
朗
ら
か
さ
は
世
の
光
、日
本
一
明
朗
な
倫
理
法
人
会
を
め
ざ
そ
う 

■
地
域
の
寺
子

屋
と
な
る
べ
く
、充
実
し
た
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
現
し
よ
う 

■
実
践
の
場
は
企
業
経

営
、
会
員
企
業
の
繁
栄
を
応
援
し
よ
う 

■
夢
を
語
ろ
う
、会
員
同
士
の
交
流
と
仲
間
づ
く

り
を
深
め
よ
う 

■
自
然
や
命
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、家
族
や
祖
先
そ
し
て
地
域
を
愛
そ
う 

■
い
た
だ
い
た
役
割
に
感
謝
し
て
、覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
も
う 

■
朝
の
輝
き
は
誓
い
の
時

間
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
日
本
創
生
」
を
誓
お
う

倫
理
法
人
会
で
は
、自
他
の
成
長
を
願
い
活
動
し
ま
す
。
／

倫
理
法
人
会
の
活
動
を
通
し
て
、
魅
力
あ
る
人
材
を
育
成

し
、魅
力
あ
る
会
社
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
／
倫
理
法
人

会
の
活
動
を
通
し
て
、明
る
く
朗
ら
か
な
家
庭
を
築
き
、豊

か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

■
役
員
一
丸
と
な
っ
た
普
及
活
動
の
推
進（
行
動
す
る
）■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
、

活
性
化
を
図
る 

■
お
世
話
役
と
し
て
の
役
員
の
資
質
向
上
を
目
指
し
、
純
粋
倫
理
を
学
習
、

実
践
す
る 

■
異
業
種
間
交
流
の
推
進（
会
員
間
交
流
と
支
部
創
設
を
目
指
す
）

良
い
事
は
人
に
伝
え
よ
う
！

■
会
員
企
業
訪
問
を
行
な
い
対
話
に
努
め
る
。

■
月
2
回
普
及
拡
大
の
日
を
設
け
二
人
一
組
で
の
企
業
訪
問
を
行
な
う
。

■
単
会
役
員
会
の
前
に
必
ず
四
役
会
を
開
催
し
、
提
案
す
る
議
題
を
決
め
る
。

■
各
委
員
会
で
1
カ
月
単
位
で
役
割
分
担
を
決
め
活
動
す
る
。

会長 田中 栄造 会長 新田 裕之会長 早坂 幸起会長 山本 隆

事務長 竹田 正弥 事務長 髙橋 順弘事務長 菊地 仁士事務長 佐藤 義朗

副会長 荒川 英利 副会長 市村 清勝副会長 奥山 康博副会長 堀 豊明

専任幹事 中鉢 義邦 専任幹事 土屋 浩専任幹事 奥山 浩哉専任幹事 佐藤 清和 副会長 阿部 慎一 副会長 松田 浩副会長 西塚 誠一副会長 佐藤 英夫

事務長 斉加 義三

副会長 斎藤 眞会長 武田 博志

副会長 佐藤 圭子

天童市
倫理法人会

専任幹事 阿久澤 透

楽
し
く
暮
ら
せ
る
た
め
の
、
幸
福
に
生
き
る
た
め
の

倫
理
法
人
会
を
目
指
し
て
行
き
ま
す

■
役
員
朝
礼
は
、
緊
張
感
と
礼
節
を
大
事
に
し
て
行
き
ま
す
。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
厳
格
と
明
朗
を
大
事
に
し
て
行
き
ま
す
。

■
家
庭
・
地
域
・
社
会
で
は
、「
明
朗
・
愛
和
・
喜
働
」の
実
践
を
し
て
い
き
ま
す
。

毎週木曜日 6:30 〜
会場：山形国際ホテル

お問い合わせ：TEL.023-647-5582

毎週水曜日 6:00 〜
会場：松柏亭 あづま荘

お問い合わせ：TEL.023-647-5582

毎週金曜日 6:00 〜
会場：ホテルシンフォニー

お問い合わせ：TEL.023-647-5582

毎週火曜日 6:30 〜
会場：ニューグランドホテル

お問い合わせ：TEL.0233-23-4331

毎週土曜日 6:30 〜
会場：クアハウス碁点※12月13日より

お問い合わせ：TEL.0237-41-2041

毎週水曜日 6:00 〜
会場：さかたセントラルホテル

お問い合わせ：TEL.0234-21-5517

MSMSMSMSMSMS

 村山Aブロック 村山Bブロック 村山Bブロック 村山Bブロック 庄内最上ブロック  村山Bブロック

モーニングセミナー会場は、12 月現在のものです。変更になる場合がありますので、ホームページ・事務局へご確認ください。
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鶴岡市
倫理法人会

上山市
倫理法人会

庄内中央
倫理法人会

長井市
倫理法人会

米沢市
倫理法人会

南陽市
倫理法人会

会
員
企
業
様
の
自
己
革
新
を
は
か
り
、心
の
経
営
を
め
ざ
す

人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
、共
存
共
栄
の
精
神
に
則
っ

た
健
全
な
繁
栄
を
実
現
し
、地
域
社
会
の
発
展
と
美
し
い
社

会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。

■
単
会
活
性
充
実
策
と
し
て
既
存
会
員
様
の
フ
ォ
ロ
ー
。
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
・

会
員
交
流
に
よ
り
退
会
者
を
防
止
、
倫
理
法
人
会
活
動
に
理
解
頂
け
る
企
業
の
拡
大
拡
充

を
め
ざ
す
。
委
員
長
は
も
と
よ
り
、会
長
以
下
全
役
員
の
率
先
し
た
訪
問
活
動
を
展
開
す
る
。

明
朗
・
愛
和
・
喜
働
を
基
礎
に
し
て

職
場
・
家
庭
で
実
践
し
ま
す

■「
絆
」
を
深
め
、
密
な
連
絡
を
取
り
合
う
。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
出
席
率
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

明
朗
・
愛
和
・
喜
働
の
実
践
に
よ
り
、

会
員
企
業
の
活
力
・
元
気
が

地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
組
み
ま
す
。

■
基
本
は
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
で
あ
り
、そ
の
た
め
役
員
の
出
席
を
促
し
、役
員

朝
礼
、幹
部
研
修
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、会
員
企
業
へ
波
及
す
る
よ
う
取
組
み
ま
す
。

■
年
間
を
通
し
て
の
普
及
活
動
実
践

明
朗
・
愛
和
・
喜
働
を
常
に
心
し
て

楽
し
い
倫
理
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

■
役
員
朝
礼
の
出
席
者
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
出
席
率
の
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。

米
沢
市
倫
理
法
人
会
は
明
朗
・
愛
和
・
喜
働
を
基
本
に

会
員
相
互
の
強
い
絆
を
作
る
。

■
倫
理
を
通
し
て
地
域
貢
献
し
倫
理
法
人
会
の
知
名
度
を
高
め
て
行
く
。

■
女
性
会
員
を
増
や
し
、
セ
ミ
ナ
ー
に
多
く
募
り
、
明
る
く
活
発
な
会
場
作
り
す
る
。

■
会
員
企
業
の
活
力
朝
礼
の
実
践
を
支
援
し
活
気
あ
る
企
業
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
祖
先
を
敬
い
、
家
族
に
感
謝
す
る
。

■
誕
生
者
へ
の
お
花
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
継
続
し
て
行
う
。

明
朗
・
愛
和
・
喜
働
の
実
践
に
よ
り
、

躍
動
す
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

■
地
域
住
民
・
各
団
体
と
の
情
報
交
換
等
に
よ
る
相
互
努
力
に
よ
る
発
展
を
目
指
す
こ
と

を
最
優
先
課
題
と
し
、
実
践
す
る
。

会長 石井 輝雄会長 高橋 良一 会長 冨樫 幸吉会長 目黒 憲夫 会長 栗本 正幸会長 奥村 健二

専任幹事 宮下 徹 事務長 豊嶋 糸子事務長 那須 孝

事務長 小野寺 美千子事務長 荒井 幹雄

副会長 中村 恵一副会長 飯塚 一博 副会長 渡会 巌副会長 高石 一夫 副会長 佐藤 裕宣副会長 堺 健一郎

副会長 齋藤 千恵子

事務長 村山 順弥

事務長 冨樫 学 専任幹事 大滝 清雄専任幹事 小関 利一 専任幹事 伊藤 久美専任幹事 谷江 正照 副会長 我妻 悦雄専任幹事 青木 勲 副会長 小野木 重弥副会長 石田 勝雄

毎週木曜日 6:00 〜
会場：鶴岡中央工業団地管理センター

お問い合わせ：TEL.0235-22-1879

毎週金曜日 6:00 〜
会場：庄内中央倫理法人会事務局

お問い合わせ：TEL.0234-43-1632

毎週木曜日 6:30 〜
会場：東京第一ホテル米沢

お問い合わせ：TEL.0238-26-1788

毎週金曜日 6:30 〜
会場：かみのやま温泉 月岡ホテル

お問い合わせ：TEL.023-695-6022

毎週水曜日 6:30 〜
会場：タスパークホテル

お問い合わせ：TEL.0238-87-0385

毎週火曜日 6:30 〜
会場：熊野大社 證誠殿

お問い合わせ：TEL.0238-87-0385

MSMSMSMSMSMS

 庄内最上ブロック 庄内最上ブロック 置賜ブロック 置賜ブロック 置賜ブロック 置賜ブロック

モーニングセミナー会場は、12 月現在のものです。変更になる場合がありますので、ホームページ・事務局へご確認ください。
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し
て
い
ま
す
。
利
益
も
大
事
な
の
で
す
が
、

お
客
様
第
一
主
義
が
基
本
で
い
か
な
い
と
、

お
か
し
な
行
動
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
。「
取
り
込
も
う
と
す
る
と
逃
げ
る
。

”や
ら
な
い
“と
遠
慮
し
て
い
る
と
周
り

か
ら
入
っ
て
く
る
。」と
い
う
倫
理
の
考
え

も
仕
事
に
役
立
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
ま
た
、
以
前
か
ら
、
お
客
様
の
高
い
車

を
お
預
か
り
す
る
ん
だ
か
ら
油
を
ま
た
い

で
歩
く
よ
う
な
工
場
で
は
ダ
メ
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
倫
理
法
人
会
に
入
っ
て

あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
工
場
が

き
れ
い
に
な
る
ま
で
３
年
か
か
り
ま
し
た

が
、
従
業
員
の
意
識
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。

　
現
在
の
朝
礼
は
コ
バ
ッ
ク
式
と
言
っ
て
、

コ
バ
ッ
ク
経
営
理
念
と
私
の
作
っ
た
経
営

計
画
書
を
全
員
で
声
を
出
し
て
読
む
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
声
に
出
し
て
読
む
と

意
識
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
し
、
私
が
た
だ

し
ゃ
べ
っ
た
だ
け
で
は
聞
く
側
の
頭
に
残

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
挨
拶
文
等
も
必

ず
書
い
て
配
っ
て
読
む
こ
と
に
し
て
る
ん

で
す
。「
会
社
は
、
学
校
を
卒
業
し
て
か

ら
人
間
性
を
高
め
る
た
め
の
学
校
だ
」と

思
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
倫
理
の
栞
を

基
に
17
カ
条
を
作
っ
て
活
用
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

　

横
川
ダ
ム
上
流
の
過
疎
地
区
で
生
ま

れ
育
っ
た
私
は
、
中
学
卒
業
後
、
関
東
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
な
が
ら
夜
間

学
校
に
通
い
、
整
備
士
の
資
格
を
取
り

ま
し
た
。
5
年
後
に
地
元
へ
戻
り
、
長
井

市
内
の
車
の
整
備
工
場
に
勤
め
る
こ
と

に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
当
時
、
長
井
に
知

り
合
い
は
2
人
だ
け
。「
ど
う
し
た
ら
自

分
を
覚
え
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
？
」と
考

え
、
仕
事
が
終
わ
る
と
お
客
様
の
自
宅
に

訪
問
し
て
出
張
整
備
を
行
う
こ
と
に
し

た
ん
で
す
。
続
け
て
い
く
う
ち
に「
昼
夜

問
わ
ず
来
て
直
し
て
く
れ
る
」と
い
う
噂

が
流
れ
、
次
第
に
お
客
様
に
指
名
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

会
社
の
利
益
に
も
繋
が
り
、
会
社
を
辞

め
る
頃
に
は
年
間
1
2
0
〜
1
3
0
台
を

販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

現
在
の
地
で
事
業
を
始
め
た
頃
、
長

井
市
に
は
60
社
ほ
ど
車
に
関
連
し
た
会
社

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
”5
本
の
指

に
入
る
自
動
車
屋
に
な
る
“こ
と
を
目
標

に
整
備
工
場
を
立
ち
上
げ
た
ん
で
す
。
当

時
は
、
展
示
車
の
購
入
資
金
が
無
か
っ
た

の
で
敷
地
の
道
路
側
の
ほ
う
に
工
場
を
建

て
、「
敷
地
が
狭
く
て
車
の
置
く
と
こ
ろ

が
な
い
」と
思
わ
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た

り
し
て
ね
。（
笑
）

　
そ
れ
か
ら
徐
々
に
お
客
様
が
増
え
、
事

　

3
年
く
ら
い
前
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
当
時
、
県
の
拡
大
委
員
長
を
さ
れ
て

い
た
島
貫
利
春
さ
ん
か
ら
勧
め
ら
れ
て

セ
ミ
ナ
ー
に
行
っ
た
の
が
最
初
で
す
。
で

も
、
行
っ
た
は
良
い
も
の
の「
こ
れ
で
私

は
仕
事
を
失
敗
し
た
」と
い
う
よ
う
な
話

が
3
回
続
い
た
ん
で
す
ね
。
私
は
失
敗

談
で
は
な
く
、
う
ま
く
い
く
話
を
聞
き
た

か
っ
た
の
に
と
思
い
、
そ
れ
か
ら
は
し
ば

ら
く
足
が
遠
の
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
退
会
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
矢

先
に
病
気
で
入
院
。
お
見
舞
い
に
来
て

く
れ
た
倫
理
法
人
会
の
仲
間
の
気
持
ち

に
絆
さ
れ
て
ま
た
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
等
で
い
ろ
い

ろ
な
方
の
話
を
お
聞
き
す
る
と
、「
そ
の

通
り
だ
」と
心
に
沁
み
る
話
が
必
ず
あ
り

ま
す
ね
。

　
倫
理
法
人
会
に
入
っ
て
か
ら『
お
か
げ

さ
ま
で
』と
い
う
言
葉
の
意
味
を
強
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
客
様
に
必

要
と
さ
れ
る
会
社
を
目
指
し
、
社
内
で
は

従
業
員
の
幸
せ
を
考
え
な
が
ら
地
域
貢
献

し
て
い
く
… 

そ
の
こ
と
を
常
に
目
標
に
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倫理経
営

企業訪
問

倫
理
と
の
出
会
い
は

『
長
井
市
の
す
べ
て
の
業
種
・
業
態
の
中
で
い
ち
ば
ん「
あ
り
が
と
う
」を
も
ら
え
る

会
社
に
し
た
い
』と
い
う
思
い
を
糧
に
、
日
々
経
営
さ
れ
て
い
る
長
井
市
倫
理
法
人

会
の
石
田
勝
雄
副
会
長
。
取
材
に
お
邪
魔
し
た（
有
）い
し
だ
自
動
車
の
各
所
で
目
に

し
た
の
は「
感
謝
」と「
笑
顔
」の
文
字
で
し
た
。
お
客
様
に
必
要
と
さ
れ
る
会
社
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
石
田
副
会
長
の
思
い
は
、
倫
理
経
営
の
考

え
と
確
か
に
符
合
し
て
い
ま
す
。

「
読
む
」こ
と
で

変
わ
る
意
識

自
分
を

覚
え
て
も
ら
う
た
め
に

『
お
か
げ
さ
ま
で
』

常
に
目
標
を
掲
げ
て
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業
も
整
備
だ
け
で
な
く
販
売
や
車
検
へ

と
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
7
年
前
に
コ

バ
ッ
ク
に
加
盟
し
た
時
に
課
し
た
目
標
は

「
日
本
一
」の
看
板
を
掲
げ
る
こ
と
。
そ
の

た
め
、
事
業
計
画
を
立
て
１
日
の
達
成
件

数
を
計
算
。
加
盟
か
ら
2
年
後
に
は
最
優

秀
店
舗
表
彰
を
含
め
、
3
部
門
で「
日
本

一
」を
達
成
。
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
た
め

に
は
、
常
に
文
字
や
数
字
に
落
と
し
て
み

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
時
、
長
井
で
も

大
き
な
会
社
が
潰
れ
て
失
業
者
が
増
え
ま

し
た
。「
年
収
2
0
0
万
円
の
人
が
あ
ま

り
負
担
を
感
じ
な
い

で
車
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
」。
そ

の
た
め
に
様
々
な
方

策
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
で
も
お
客
様
に

元
気
を
与
え
ら
れ
る

会
社
に
な
り
た
い
と

そ
の
時
そ
う
思
い
ま

し
た
。
仕
事
を
通
し

て
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
も
元

気
に
遊
ん
で
も
ら
い
た
い
…
そ
の
た
め
に

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
ま
し

た
。
地
域
と
の
関
わ
り
の
中
で
会
社
を
育

て
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
強
く

な
っ
て
き
た
の
も
そ
う
し
た
背
景
が

あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
頼

ま
れ
た
こ
と
は
で
き
る
だ

け
全
部
聞
こ
う
と（
笑
）地

域
の
方
と
一
緒
に
作
業
し
た

り
、
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た

り
す
る
と「
幸
せ
だ
な
～
」
と

思
い
ま
す
よ
。

　

趣
味
は
、仕
事
と

マ
タ
ギ
と
畑
仕
事

と
酒
。雪
の
季
節

以
外
は
起
床
し

た
ら
す
ぐ
畑

に
向
か
う

の
が
日
課

で
す
。
山
に

は
高
原
大
根
を
作
っ
て
い
て
、

毎
年
2
ト
ン
車
4
台
分
の
量
を
収
穫
。

感
謝
祭
で
お
客
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
が
、
大
根
目
当
て
も
あ
っ
て
来
場
者

は
2
0
0
0
人
に
も
な
り
ま
す
。
仲
間
と

の
酒
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。
そ
う
い
う
約

束
は
破
っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。（
笑
）

　

お
客
様
に
自
筆
で
ハ
ガ
キ
を
書
く
の

も
毎
日
の
こ
と
。
先
月
は
4
6
0
通
く

ら
い
書
い
た
か

な
。
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
載
る

く
ら
い（
笑
）

コ
ピ
ー
に
し
よ

う
と
は
思
い
ま

せ
ん
ね
。
一
人

ひ
と
り
に
挨
拶

す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
し
、
時
間
を
見
つ
け
れ
ば
い
つ

で
も
書
け
る
こ
と
。
そ
う
し
た
気
持
ち
で

接
し
て
い
る
と
必
ず
お
客
様
自
身
が
営

業
マ
ン
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
月
に

3
0
0
0
人
の
お
客
様
と
し
て
、
そ
の
う

ち
35
%
の
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
ば
、

口
コ
ミ
に
よ
っ
て
3
年
で
一
万
人
に
広
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
朝
は
7
時
に
は
出
社
し
ま
す
。
も
し
か

し
て
、
お
客
様
が
朝
の
通
勤
中
に
事
故
に

合
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時「
い

し
だ
自
動
車
な
ら
早
く
か
ら
開
い
て
い
る

か
ら
対
応
し
て
く
れ
る
」そ
れ
だ
け
で
お

客
様
に
安
心
し
て
も
ら
え
る
と
思
う
の
で

す
。
年
中
無
休
も
同
様
の
考
え
か
ら
行
っ

て
い
る
こ
と
。
私
自
身
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
の

応
対
が
嫌
な
の
で
、
必
ず
電
話
は
生
の
声

で
応
対
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
歴
史
の
浅
い
単
会
で
す
が
、「
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
行
き
た
い
、
私
も
話

し
て
み
た
い
」と
思
え
る
よ
う
な
会
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

私
は
従
業
員
た
ち
に「
進
め
！
」
で
は

な
く「
行
く
ぞ
！
」
と
い
う
思
い
で
接
し

て
い
ま
す
。「
行
く
ぞ
！
」
は
自
分
が
先

頭
に
立
ち
、
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
く
こ

と
。
後
ろ
か
ら
付
い
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
の

「
進
め
！
」
は
経
営
者
と
し
て
は
無
責
任

だ
と
感
じ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
も
、
会
社
と
い
う
家
族
を
し
っ
か
り
と

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
に
、地
域
に
、

元
気
を
与
え
ら
れ
る

会
社
に
な
り
た
い

一
万
人
の
私
達

石田氏の

ある一日

4：30 起床

水曜日は、長井市倫理法人会の
モーニングセミナーへ
それ以外の日は、畑仕事で野菜の
収穫♪

6：30 モーニングセミナー

7：00 出社（朝の掃除は日課）

8：30 始業・朝礼

仕事

12：00 昼食

仕事

19：00
お酒を飲みながらの仲間たちとの
楽しい語らいは、
週5日のペースで

22：00 帰宅

23：00 就寝 z- z- z- z- ...

安
心
し
て

通
勤
で
き
る
よ
う
に

長
井
市
倫
理
法
人
会
の

こ
れ
か
ら

最
後
に
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